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論 文 内 容 の 要 旨 
 
オーストリア戦後作家インゲボルク・バッハマンは、抒情詩人として文壇に登場して以来、ローマ
で客死するまで世間の耳目を集める華やかな、あるいはスキャンダラスな存在であった。ドイツ語圏
における受容の状況を概観すると、作品評価は多分に彼女の外面的印象に影響を受け、それは学術的
研究の方向性さえ左右しているように見える。本論の目的は、バッハマン受容の混乱の原因は時代の
ジェンダー観あるいは戦後まもないドイツの抱えるアウシュヴィッツの問題に根ざすものであるこ
とを示し、さらに抒情詩、散文の文学ジャンルにかかわらず、バッハマンは、この時代の人々の心理
にある一種の偏向を見据えた上で、作品によって――反ファシズム、フェミニズムの名の下に――反
骨的な文学的姿勢を貫いたことを示すことにある。 
 第 1 章「50 年代のバッハマン」では、生前の抒情詩人バッハマン像の形成に大きな役割を果たし
たと考えられる当時の書評、シュピーゲル誌の特集記事を具体的に提示し、他方、バッハマン没後の
研究成果を踏まえて、バッハマンの詩が実際には、アウシュヴィッツの問題を世に問いつづける詩人
パウル・ツェランの影響を受けており、世論のバッハマン評とバッハマンの作品世界にはずれがあっ
たことを確認する。 
 続く第 2 章「散文作品の展開」では、61 年刊行の短篇集『30 歳』の 3 篇、『ゴモラへの一歩』Ein Schritt 
nach Gomorrha、『すべて』Alles、『ウンディーネ去る』Undine geht の作品解釈を通して、バッハマン
がジェンダーと言葉の関係に着目していたことを確認する。散文作品へとジャンル上の「転向」を行
うとともに、作品内では同性愛やヴィトゲンシュタインの言語哲学をほのめかすなどし、また古典作
品のパロディをも含むこれらの作品群は、バッハマンにドイツの伝統に即した抒情詩を期待する世論
への文学的挑発行為であった。 
 第 3 章「ある文学スキャンダルの顛末」では、マックス・フリッシュが 64 年に『私の名前をガン
テンバインとしよう』を発表したことに端を発する文学スキャンダルの顛末を見る。この一件は単に
これ以降のバッハマン作品と関連するのみならず、バッハマンがフランクフルト詩学講義で問題にし
ていた文学のモラルについて再考を促すものであることが明らかになろう。 
 バッハマン作品は、結果的にツェラン、フリッシュという独自の文学テーマを持つ作家たちの文学
テクスト上の中継点となっており、バッハマン作品を通じて、各作家の世界観の相違と相互の関係性
をもまたより深く理解することができるのである。 
 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
インゲボルク・バッハマンは、1953 年に抒情詩人として出発、その後、散文へと転向したオース
トリアの女流作家であり、第二次大戦後のドイツ語圏におけるもっとも高名な文学者の一人である。
その基本的な文学傾向は反ファシズムもしくはフェミニズムであると言えるが、しかし詩でも散文で
も多分に秘儀的で難解なところがあり、その受容・研究は、長い間に亘って必ずしも正当なものでは
なかった。しかしそうした状況は、1990 年代の後半になって、バッハマンと二人の文学者 P.ツェラ
ンならびに M.フリッシュとの恋愛関係に関する新たな伝記的資料が公開され、またこれらの個人的
関係がバッハマンのテクストに間テクスト的に取り入れられていることが判明するに及んで、新たな
段階に入った。即ち、それまで難解とされてきたテクストに対して私的関係という光が当てられ、新
たな読み直しの可能性が開かれるに至ったのである。 
 本論文はこうした新しい研究状況に棹差すものであり、そこでの新たな知見を踏まえながら、改め
てバッハマンの文学を全体としてどう捉えるべきか、その特質と意義を総合的に考察することをテー
マとしたものである。本論文は、このテーマの下に、まず私的関係の意味層の発見という新たな研究
成果に基づいて、バッハマンのテクストを、この私的関係の層を深層とし、時代や社会に対する闘い・
挑発という公的なレベルを表層とする、表層と深層の二重の層から成る織物と捉えて、それを基本の
観点として設定する。そしてそうした観点から、初期の抒情詩から後期の散文小説への展開を、社会
的ならびに私的状況の背景と併せて総合的に跡づけながら、結論的には、バッハマンの文学を、その
ジャンルの違いを越えて、公と私、社会と個の両方に亘っての重層的な、基本的に間テクスト性を戦
略とする闘いと抵抗の文学、そしてそのようなものとして、公であれ私であれ他者的なものとの対話
へと多声的に開かれた新しいあり方の文学として、解明している。 
バッハマン研究は、上述のように、近年になって新たな段階に入ったが、しかし新しい研究視座か
らする個々の作品分析等は多く出されても、それを基にしての新たな全体像とも言うべきものは未だ
明確には示されていない。そうした中、本論文は、表層と深層の重層的なテクストという独自の観点
からバッハマン文学の総合的な捉え直しを試みるとともに、その論考を通して、総じて挑発的にして
多声的な現代文学としての、その終始一貫した全体像を提示したことにおいて、高い評価に値し、バ
ッハマン研究の進展に対して多大の寄与をなすものと認めることができる。数多くの関連資料を精
査・駆使した論述は、実証的で説得力があり、また、個々の抒情詩や小説の読解は、それ自体、独創
的な知見を提供している。 
 以上の所見により、本論文は大阪市立大学博士（文学）の学位を授与するに値するものと認められ
る。 
